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被加熱物が特殊な場合は、その特性及使用状況等詳細を明示の上御相談下さい。

プラグ型シーズヒータ
(水用 ・油用)

取付け、取扱いが容易で取付スペースも少な

くて済むので設備費も低廉です。その上監牢

ですから、安心して使用していただけます。

このタイプのヒータは、発熱部が被加熱物中

に直接融責されるので熱効率に優れています。

プラグネジはテーパーネジとストレートネジ

があります。
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フランジ型シーズヒータ

フランジ型シーズヒータは、タンクその他に

設けた相フランジに取付けて使用するヒータ

で、プラグ型シーズヒータと同じように液体

加熱のほか、空気 ・ガス・蒸気 ・薬液をはじ

めパラフィン、アスファルト等の加熱用とし

て広く使用されているシーズヒータです。

フランジ型シーズヒータの各部の寸法
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ブッシングシーズヒータ

ブッシングシーズヒータは、シーズヒータを

成形加工し、これにブッシングを溶接したも

ので、タンク等の容器の底や側面に穴をあけ

るだけで簡単に使用することができます。

ブッシング材質はヒータが銅情の場合は真鍮

、銅管の場合は鉄、ステンレス管の場合はス

テンレスを使用していますが、御要望に応じ

て特殊ブッシングも製作致します。

ブッシングの詳細
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反射板の寸法

塩化 ヒニール

電磁 波の名称

可視光線

ヒータの寸法

1  電 波

フェノール樹月旨

エボキシ樹脂

赤 外 線

率 40
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フィンシーズヒータの標準寸法
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※仕上げは、耐熱黒色塗装又はアルミメタリコンを施

す事も出来ます`
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レギュラー型カートリツジヒータ

多孔の硝子にスパイラル状のニクロム線を挿

入して、外装管 (真鍮・ステンレス)に仕込み、

Mg02を 充填したもの。
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Hi―Wカ ートリッジヒータ

Mg02ボ ビン外用にニクロム線を巻いたものを

夕性等瓢ステンレス・インコネル)|ヨ士込み、スウ

ェージングした高ワット密度のヒータです。

ニクロム線の巻き方により、ヒータ全体が均

一な温度になる様にも設計出来ます。
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1  確実な温度
を得ようとする時には自動温度調節器の併用をお勧めします。

日  ■取付挿入孔径とヒータのすき間の最大ワット密度
|  カー トリッジヒータの寿命はヒータとヒータの挿入子Lとのギャップが

1  非常に問題になります。

日  左表によって一例をあげると、ヒ
ータとのすき間が0.2%の 場合、温度

1  回以上のON・ OFFの 場合は約 1段下に、 1分 間に 1回 以上の場合

:  早雰租:萱蕊2聖場嵯糧労与手19F同
じ寿命を保つためには1段階

表面温度とワット密度

取付挿入孔径とヒータのすき間の最大許客ワット密度
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1ピ ース型 2ピ ニス型

省エネ型バンドヒータ

従来のバンドヒータに、セラミックファイバー

を使用し放熱をなくした省エネ型ヒータです。

電気代は、30%低減します。(当社調
～

型式 1 型式 3

●御使用上の注意
●ヒータ取付けの際は締付バンドを取除き、ヒータの巻方向
と逆にゆっくり回転 させながらノズル等に密着させ、締付
バンドの爪 をヒータの外側にして充分に締付けて下さい。
●スリーブ及びアダプター部はヒータ取付けの際にヒータ上
側に位置 しないよう注意 して下さい。
●ヒータ取付け後に通電 し、締付けボル トを増締 して下さい
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■ヒータのご使用について   ■ヒータの型式
ヒータ容量はヒータの大きさにより種々

設計できますが、ワット密度とヒータ寿

命は多くの関連要素があります。

その使用条件にもよりますが、長期間ご
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